
監査結果公表第２８－１４号 

 

定期監査の結果に対する措置の通知の公表について 

 

 次のとおり監査結果に対する措置の通知がありましたので、地方自治法第１９９条第１２項及

び八尾市監査委員条例第８条の規定により公表します。 

 

平成２９年３月２日 

 

八尾市監査委員   田 中  清 

同      八 百 康 子 

同      小 湊 雅 子 

同      大 野 義 信 

同      露 原 行 隆 

 

記 

 

１ 措置の通知 

   平成２５年度定期監査（健康福祉部）の結果に対する措置の通知 

    平成２９年２月２４日付け八地地第２１５号 

    平成２９年２月２４日付け八健推第１６６４号 

平成２６年度定期監査（建築都市部）の結果に対する措置の通知 

    平成２９年２月２１日付け八建政第４９６号 

平成２６年度定期監査（水道局）の結果に対する措置の通知 

    平成２９年２月２１日付け八水経第２０２号 

平成２６年度定期監査（消防本部・消防署）の結果に対する措置の通知 

    平成２９年２月２４日付け八消本総第５９３号 

 

２ 問合せ先 

   八尾市本町一丁目１番１号 

    八尾市監査事務局 

     電話番号 072－924－3896（直通） 

 

３ その他 

   措置の通知については、市役所３階の情報公開室及び八尾市ホームページで閲覧できます。 

 



平成26年度実施消防本部・消防署定期監査の結果に対する措置等の内容 

消防総務課 

指摘事項 
本通知時までに講じた 

措置又は改善方針等 
H27.11.24までの取り組み等の内容 

２ 通勤手当の認定・支給

事務について 

  通勤手当として支給さ

れる運賃相当額につい

て、定期券額と回数券所

要額とを比較し、低額で

ある回数券所要額で認定

しているが、実際に購入

している定期券額が認定

額より低額となっている

ものが見受けられたの

で、適切な事務処理を行

うこと。 

  なお、ＪＲ線の通勤定

期券については、乗車駅

から降車駅までの区間を

通して購入するよりも、

当該区間を分割して購入

する場合に価格が低額と

なることがあるため、よ

り経済的な算定方法とな

るよう関係課と協議・検

討されたい。 

 

措置 

状況 
１．措置済(平成28年10月1日) 

措置 

状況 
３．検討中 

 関係課と協議・検討した結果、

ＪＲ線の通勤定期券について、乗

車駅から降車駅までの区間を通

して購入するよりも当該区間を

分割して購入するほうが低額と

なるものについては、平成28年10

月支給分から当該分割により購

入した場合の定期券額を認定額

とするよう認定方法を改めまし

た。 

 定期券購入額が認定額より低

額となっている者については、平

成27年4月17日支給の給与にて返

納させました。 

 また、ＪＲ線の通勤定期券が、

乗車駅から降車駅までの区間を

通して購入するよりも当該区間

を分割して購入する場合に価格

が低額になることがあることに

ついて、その低額になる支給方法

を関係課と協議・検討してまいり

ます。 

 

 



平成26年度実施消防本部・消防署定期監査の結果に対する措置等の内容 

警防課 

指摘事項 
本通知時までに講じた 

措置又は改善方針等 
H27.11.24までの取り組み等の内容 

２ 消防団員報酬等の支給

方法について 

  消防団員の報酬及び費

用弁償については、資金

前渡吏員に前渡された

後、受取りを委任された

分団長から各消防団員に

現金で手渡しされてい

る。消防職員及び各分団

長が多額の現金を取扱う

ことに伴うリスクを考慮

し、支給方法について検

討すること。 

 

措置 

状況 
１．措置済(平成28年4月1日) 

措置 

状況 
２．措置予定 

 平成28年度から、消防団員に対

する報酬及び費用弁償の支給方

法については、各消防団員からの

委任の下、各分団への口座振込に

変更しました。 

 消防団員に対する報酬及び費

用弁償の支給方法については、来

年度に各分団の口座への振込み

に改めるよう事務を進めており

ます。 

３ 備品について 

  備品台帳から抽出し現

品と照合したところ、所

在確認ができないものが

見受けられたので、備品

全般について現品との照

合確認を行うとともに備

品台帳の整備を図り、適

切に管理すること。 

 

措置 

状況 
１．措置済(平成29年1月23日) 

措置 

状況 
２．措置予定 

 備品全般について備品台帳と

現品照合を実施し、現品がないも

のについては、廃棄処理を行いま

した。 

 備品全般について台帳と現品

照合しており、今年度末までに備

品台帳の整備を行います。 

 

 


